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１．令和４年度 営業概況について 
 

 新型コロナウイルス感染症の流行から３年目を迎え、政府が人流抑制中心から、感染対策と社会経済活動

の両立を図る政策へと本格的に舵を切ったことにより、ウィズコロナが定着し、アフターコロナに向けて、

新たな段階に進みました。 

国内でのワクチン接種が進んだこともあり、経済活動の正常化が期待されましたが、感染の再拡大や物価

高騰などが影響し、厳しい経済状況が続きました。 

観光業界におきましても、度重なる感染拡大の波が国内旅客の旅行意欲に水を差し、旅行需要はコロナ前 

との比較では大きく回復したとは言えない状況が続いたものの、全体的には明るい兆しの見えた一年となり

ました。 

   

そうした中、当期の立山黒部アルペンルートは昨年同様、４月１５日に立山駅～信濃大町駅間の全線にお

いて営業を再開し、「立山黒部アルペンルート安全・安心ガイドライン」に基づき、感染防止に努めながら、

１１月３０日まで営業いたしました。 

営業の推移を概観いたしますと、３年ぶりにコロナ禍による行動制限のない状況下での全線開通を迎える

ことができました。全国旅行支援に代わる富山県民・地域ブロック県民割キャンペーンが実施されたことも

あり、４月から６月にかけて、国内旅客においては順調に推移しました。しかし、７月に入り新型コロナウ

イルスのこれまでにない急激な感染拡大が影響し、夏秋の観光シーズンにおける旅客数の伸び率が鈍化しま

した。 

第７波が収束した１０月中旬以降には、全国旅行支援の実施や、水際対策の緩和で、国内外とも旅行需要

が活発化し、次年度の営業に向けて明るい材料となりました。 

 

この結果、当期の入り込み人員は合計４８０千人（前期比１５８％、１７６千人増）となり、また、入り

込み方面別では、富山入り込みが２２７千人（前期比１４９％）、大町入り込みが２５３千人（前期比１６

６％）となりました。 

 

●アルペンルート入込人員実績

令和元年度 令和３年度

実 績 実 績 実 績 増 減 R01比 前年比

 入 込 合 計 883,000 304,000 480,000 176,000 54% 158%

　富山入込 425,000 152,000 227,000 75,000 53% 149%
　大町入込 458,000 152,000 253,000 101,000 55% 166%

 国内入込人員 643,000 303,100 473,100 170,000 74% 156%

　　個　　人 483,000 279,700 384,100 104,400 80% 137%
　　団　　体 160,000 23,400 89,000 65,600 56% 380%

 訪日入込人員 240,000 900 6,900 6,000 3% 767%

※訪日入込人員は個人＋団体の総数

※表示単位未満を四捨五入により端数処理しているため、合計と一致しない場合がある。

●ホテル宿泊人員実績（立山貫光ターミナル㈱）

令和元年度 令和３年度

実 績 実 績 実 績 増 減 R01比 前年比

 ホテル立山 30,900 16,000 24,300 8,300 79% 152%

（単位：人）
令和４年度

 ＜国内・訪日内訳＞

（単位：人）
令和４年度
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２．決算の概要について 

●連結決算の概要  

 

度重なる新型コロナウイルス感染拡大により、旅客数が伸び悩みましたが、 

国内旅客を中心とした誘致に努め、赤字額が改善しました。 

 

会　社　名

R03年度 R04年度 前年度比 R03年度 R04年度 前年度比 R03年度 R04年度 前年度比 R03年度 R04年度 前年度比

(百万円) (百万円) ％ (百万円) (百万円) ％ (百万円) (百万円) ％ (百万円) (百万円) ％

営 業 収 益

　運輸事業 1,266 2,165 171%

　ホテル事業

　　 ホテル立山

　付帯事業 10 71 682% 503 735 146% 48 56 115%

営業収益　計 2,020 3,486 173% 1,277 2,237 175% 927 1,424 154% 48 56 115%

営業費　　 3,489 4,096 117% 2,598 2,929 113% 1,092 1,357 124% 58 65 112%

営業利益（△は損失） △ 1,469 △ 610 － △ 1,321 △ 692 - △ 165 66 － △ 9 △ 9 －

経常利益（△は損失） △ 1,305 △ 562 － △ 1,228 △ 595 - △ 132 84 － △ 9 △ 8 －

当期純利益（△は損失） △ 774 △ 567 － △ 764 △ 602 - △ 129 83 － △ 5 △ 6 －

総資産 11,090 9,807 88% 10,312 9,001 87% 1,530 1,503 98% 316 314 99%

純資産 1,210 612 51% 1,270 635 50% △ 52 33 － 190 184 97%

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨て処理しております。

連  結 立山黒部貫光㈱ 立山貫光ﾀｰﾐﾅﾙ㈱

(単位：百万円)

423 688 163%

立山黒部ｻｰﾋﾞｽ㈱

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


